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1 はじめに
近年,不動産業界で AI技術を物件提案に活用する事
例が多数挙げられている.高田氏らの研究 [1]では,深層
学習 [2]を使用して間取り図を分析し,類似した間取り
図をレコメンドする手法を提案した. 河村氏らの研究
[3]では,顧客情報や物件情報から,飲食店に適した物件
をレコメンドするために,Support Vector Machine[4]や決
定木 [5],Random Forests[6]の 3つのアルゴリズムを比較
し,Random Forestsを用いることで,物件をレコメンドす
る有用性が示された.このような研究の活用によって,営
業活動の一部効率化やコスト削減を可能としている.
本研究で提案する iGenEstateシステムでは,さらなる

営業活動の効率化及びユーザの物件に対する嗜好の反映
が可能である.iGenEstateシステムには遺伝的アルゴリズ
ム (Genetic Algorithm : GA)[7]を使用することで,従来の
賃貸物件検索システムと異なり,条件数に左右されない
システムが期待できる.

2 GA

2.1 GAの解表現方法
GAでは,問題に対する解を染色体,解を構成する要素
を遺伝子として表現し,遺伝的操作を加えるために染色
体を配列に格納したものを個体として扱う.個体群はあ
らかじめ定めた個体数 𝑀 個の個体の集合であり,1世代
目のみ個体群の生成を行う.問題の解が 𝑁 個の値から成
り立つ,すなわち染色体が 𝑁 次元ベクトルとして表され
る時,個体 𝐼𝑖 の遺伝子は 𝑥𝑖1, 𝑥𝑖2, · · · , 𝑥𝑖𝑁 と表現できる.こ
の時の染色体 −→𝑥𝑖 は式（1）,個体群 𝑋 は式（2）の様に示
すことができる [8].

−→𝑥𝑖 =
©­­­­­«
𝑥𝑖1
𝑥𝑖2
...

𝑥𝑖𝑁

ª®®®®®¬
(1)

𝑋 = {−→𝑥1,
−→𝑥2, · · · ,−−→𝑥𝑀 } (2)

個体群 𝑋 は,解候補となる染色体 −→𝑥𝑖 の集合とも表現で
きるが,プログラムとして実装する際は,染色体を配列に
格納した個体 𝐼𝑖 の集合を個体群として扱い,遺伝的操作
を加える.

𝐼𝑖 ∈ 𝑋 (𝑖 = 1, 2, · · · , 𝑀) (3)

2.2 GAの処理の流れ
GAの基本的な処理の流れは図 1の通りである [8].
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図 1 GAの流れ

初期個体生成では,染色体から個体をランダムに生成し,
初期個体群を生成する.個体評価では,各個体の優劣を
決定する指標である評価値 (evaluation value)[8]を評価関
数 (evaluation function)[8]によって算出する.目標に達し
ている場合は,最適解として最も評価値の良い個体を算
出する.選択処理では,次の処理である交叉処理を行うた
めの前準備として,現世代の個体群から次世代に残す個
体を評価値に基づいて選出する.選出された個体集団か
ら,2個体ずつ選択し,交叉処理で使用する親個体とする.
交叉処理では,親個体を交叉点 (crossover point)[8]で交配
することで子個体を生成する.突然変異処理では,突然変
異を起こすことで,いずれの親個体が持っていない遺伝
子を子個体に持たせる.

3 提案手法
本研究で提案する iGenEstate システムの基盤となる

GAでの解表現方法とその流れを説明する.

3.1 解表現方法
本手法における解は,ナップザック問題 [9]の解表現
方法を適用する.
染色体は,賃貸物件のデータ項目ごと用意し,遺伝子を
物件 1から物件 𝑛まで並べた物とする.遺伝子は,染色体
と同じデータ項目の各物件における値とし,データ項目
別の染色体を配列に格納することで,それぞれの個体を
生成する.

3.2 iGenEstateシステム
iGenEstateシステムの全体像を図 2に示す. 本手法の
パラメータとして,物件数 𝑥,物件データ項目数 𝑦,個体数
𝑀 ,エリート保存選択で残す個体数 𝑒,目標世代交代数 𝑠′,
突然変異確率 𝑡,物件データ項目ごとのユーザの希望条
件 𝐷 𝑗 ( 𝑗 = 1, 2, · · · , 𝑦), 物件データ項目ごとの物件の元
データ 𝐺 𝑓 𝑗 を与える.ただし,𝑀 と 𝑒は偶数とする.
また, 初期個体生成では, 物件データ項目 𝑌ｊ ( 𝑗 =

1, 2, · · · , 𝑦) において,個体 𝐼 𝑗𝑖 (𝑖 = 1, 2, · · · , 𝑀) を生成し,
現世代交代数 𝑠における個体群 𝐾 𝑗 (𝑠)と定める.
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図 2 iGenEstateシステムの流れ

3.2.1 個体評価
評価値が高い個体ほど良い解であると定義し,個体 𝐼 𝑗𝑖
の評価値 𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠(𝐼 𝑗𝑖 ) を算出する評価関数を式 (4)とし
て示す.

𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠(𝐼 𝑗𝑖 ) =
∑𝑥

𝑛=1 𝐺 𝑗𝑖𝑛

𝑥
(4)

なお,𝐺 𝑗𝑖𝑛 は個体 𝐼 𝑗𝑖 の 𝑛 個目の遺伝子の数値を表して
いる.

3.2.2 選択
選択処理では,トーナメント選択とエリート選択を使

用する.
エリート保存選択では,現世代個体群から評価値が高

い順に個体を並べ,上位 𝑒個を次世代に残す個体 𝐼 ′ とし
て選択し,𝑠 + 1世代目個体群 𝐾 𝑗 (𝑠 + 1)とする.
トーナメント選択では, 現世代個体群 𝑘 𝑗 (𝑠) からラ
ンダムに 2 個体を選出し, それぞれ個体 𝑓 𝑗𝑖、𝑚 𝑗𝑖 (𝑖 =
1, 2, · · · , 𝑀2 ) として, 評価値を比較する. 𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠( 𝑓 𝑗𝑖 ) >
𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠(𝑚 𝑗𝑖 ) の時は個体 𝑓 𝑗𝑖 , 𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠( 𝑓 𝑗𝑖 ) < 𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠(𝑚 𝑗𝑖 )
の時は個体 𝑚 𝑗𝑖 を選択し,選択した個体を選択群 𝐾 ′𝑗 (𝑠)
とする.

3.2.3 交叉
一様交叉では,選択処理で生成された選択群 𝐾 ′𝑗 (𝑠) を

使用する. 最初に, 物件データ項目ごと 1 列ずつ, ビッ
ト数 𝑥 のビット列 𝐵 𝑗 をランダムに生成する. 次に, 選
択群からランダムに 2 個体ずつ選出し, それぞれ個体
𝑓 ′𝑗𝑖 ,𝑚

′
𝑗𝑖
(𝑖 = 1, 2, · · · , 𝑀−𝑒2 ) とする.𝐵 𝑗𝑣 = 0 (𝑣 = 1, 2, · · · , 𝑥)

の時, 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣] = 𝑓 ′𝑗𝑖 [𝑣],𝑚
′′
𝑗𝑖
[𝑣] = 𝑚′𝑗𝑖 [𝑣] として遺伝子を交配

する.𝐵 𝑗𝑣 = 1 の時は, 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣] = 𝑚
′
𝑗𝑖
[𝑣],𝑚′′𝑗𝑖 [𝑣] = 𝑓 ′𝑗𝑖 [𝑣] とし

て遺伝子を交配する.

3.2.4 突然変異
本手法での突然変異における重みづけ処理は,評価関

数での重みづけ処理 [10][11]のように世代ごとに各種パ
ラメータを算出するといった複雑な計算をせず,遺伝子
の数値に定めた値を和算することによって,遺伝子を別
の値に変異させる.
突然変異を起こすために, 交叉処理で生成した個
体 𝑓 ′′𝑗𝑖 ,𝑚

′′
𝑗𝑖
の遺伝子 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣],𝑚

′′
𝑗𝑖
[𝑣] を突然変異確率 𝑡 の確

率で選出する. 次に, ユーザの希望条件 𝐷 𝑗 と遺伝子
𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣],𝑚

′′
𝑗𝑖
[𝑣]を比較し,重みづけ処理を行う.𝐷 𝑗 =< 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣]

もしくは 𝐷 𝑗 =< 𝑚′′𝑗𝑖 [𝑣] の場合,次式で算出される𝑊 𝑗 を
𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣] もしくは 𝑚′′𝑗𝑖 に加える.

𝑊 𝑗 =

∑𝑥
𝑛=1 𝐺 𝑓 𝑗𝑛
𝑥

(5)

𝐷 𝑗 > 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣] もしくは 𝐷 𝑗 > 𝑚
′′
𝑗𝑖
[𝑣] の場合,次式で算出さ

れる 𝑊 ′𝑗 を 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣] もしくは 𝑚′′𝑗𝑖 [𝑣] に加える.なお,𝑎 は十
分に大きい定数とする.

𝑊 ′𝑗 =
𝑊 𝑗

𝑎
(6)

𝐷 𝑗 =< 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣] もしくは 𝐷 𝑗 =< 𝑚′′𝑗𝑖 [𝑣] で,尚且つ突然変異
を起こす遺伝子の物件データ項目の元データ 𝐺 𝑓 𝑗 と別
の物件データ項目 𝐺 𝑓 𝑗′ ( 𝑗 ′ = 1, 2, · · · , 𝑦 · 𝑗 ′ ≠ 𝑗) の間に
相関関係が見られる場合,𝑥 座標に 𝐺 𝑓 𝑗′ ,𝑦 座標に 𝐺 𝑓 𝑗 を
置いた回帰直線 𝑦′ = 𝛼𝑥′ + 𝛽を用いて,次式で算出される
𝑊 ′′𝑗 を 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣] もしくは 𝑚′′𝑗𝑖 [𝑣] に加える.

𝑊 ′′𝑗 = 𝑊 𝑗 − (𝐺 𝑓 𝑗 [𝑣] − (𝛼𝐺 𝑓 𝑗′ [𝑣] + 𝛽)) (7)

その後,個体 𝑓 ′′𝑗𝑖 [𝑣],𝑚
′′
𝑗𝑖
[𝑣]を 𝑠+1世代目個体群𝐾 𝑗 (𝑠+1)

に加える.

3.2.5 解導出過程
終了条件判定で目標世代交代数に達した後,物件デー
タ項目 𝑌ｊ において,評価値 𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠(𝐼 𝑗𝑖 ) が最も高い個体
を算出し,最適解 𝐴 𝑗 となる最良個体 𝐴′𝑗𝑖 を選出する.

𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠(𝐴′𝑗𝑖 ) = 𝑚𝑎𝑥( 𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠(𝐼 𝑗𝑖 )) (8)

𝐴 𝑗 = 𝐴
′
𝑗𝑖

(9)

各物件データ項目の最適解 𝐴 𝑗 の遺伝子 𝐴 𝑗𝑖 (𝑖 =
1, 2, · · · , 𝑥) を物件別に並び替え,物件ごとに遺伝子に格
納された数値を和算し,その合計値を物件最適値 𝑋𝑖 とし
て算出する.

𝑋𝑖 =
𝑦∑
𝑗=1

𝐴 𝑗𝑖 (10)

数値が大きい遺伝子が多く含まれるほど物件最適値は高
くなり,順位が若いほどユーザの希望条件に適した物件
と定義できる.

4 検証実験
4.1 検証内容及び手順
検証実験では,Jupyter Notebook[12]において,Pythonを

用いてプログラム実装を行った.検証手順を Algorithm 1
に示す.
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Algorithm 1検証手順
1: 不動産情報サイト「HOME’S」と「SUUMO」から賃
貸物件情報収集

2: 最大化問題用の GAの作成
3: 賃貸物件情報を GAに反映
4: iGenEstateシステムの操作を被験者 1名ずつ、計 45
名行う

5: 𝑐𝑜𝑢𝑛𝑡 ← 1
6: while 𝑐𝑜𝑢𝑛𝑡 ≤ 45 do
7: 希望条件アンケート調査結果を GAに重みづけ処

理によって反映
8: GAの実装　
9: 𝑠𝑜𝑟𝑡𝑒𝑑𝐷𝑎𝑡𝑎 ←全物件を物件最適値で降順に並べ

たデータ　
10: 𝑡𝑜𝑝10← 𝑠𝑜𝑟𝑡𝑒𝑑𝐷𝑎𝑡𝑎の上位 10物件
11: 𝑅𝑒𝑠𝑢𝑙𝑡𝑠←ユーザ評価を保存するリスト　
12: for 𝑖𝑡𝑒𝑚 in 𝑡𝑜𝑝10 do
13: ユーザに物件 𝑖𝑡𝑒𝑚を提示する
14: 𝑒𝑣𝑎𝑙𝑢𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛←ユーザによるアンケート評価
15: 𝑅𝑒𝑠𝑢𝑙𝑡𝑠.append(𝑒𝑣𝑎𝑙𝑢𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛) 　
16: end for
17: 𝑐𝑜𝑢𝑛𝑡 ← 𝑐𝑜𝑢𝑛𝑡 + 1
18: end while

4.1.1 研究材料
本研究では研究材料として,不動産賃貸物件を最も掲

載している不動産情報サイト「HOME’S」[13]と一部
の物件情報の補填の為に,不動産賃貸物件数 2番手の不
動産情報サイト「SUUMO」[14]を用いる.一人暮らしの
大学生向けの不動産賃貸物件のレコメンドに焦点を当て
ているため,静岡市内の 4大学 6キャンパスから徒歩 25
分圏内の賃貸物件の収集を行った.また,一人暮らし向け
の賃貸物件を収集するため,部屋の間取りが部屋の間取
りが 1R・1K・1DK・1LDKのアパート及びマンションの
賃貸物件に絞り,合計 605物件分収集を行った.物件機能
項目では,0が格納されている項目は機能無し,1が格納さ
れている項目は機能有と表現している.図 3に物件デー
タ項目を示す.

図 3 物件データ項目

4.1.2 パラメータ設定
パラメータは,遺伝子数 605,個体数 1000,目標世代交
代数 3000,エリート保存選択で残す個体数 50,突然変異
確率 0.01と設定する.遺伝子数は物件数に相当する.本
研究では解の項目数が 30種類以上あることから解の多
様性があると言える.多様性を保った状態で最適解を導
くためには個体数や世代交代数を多く設定する必要があ
る [15].また,評価過程以降の最適なパラメータは問題に
よって異なる [16][17].本手法では,ユーザの希望に沿っ
た解を次世代に残しつつ,適度に重みづけによる変異を
起こす必要がある.以上の事から,前述のパラメータを適
用する.
また, ユーザの希望条件はアンケート調査によって
収集する.個体評価では,評価関数を式 (11)の様に設定
する.

𝑓 𝑖𝑡𝑛𝑒𝑠𝑠(𝐼 𝑗𝑖 ) =
∑𝑥′

𝑛=1 𝐺 𝑗𝑖𝑛

𝑥′
(11)

𝑥′ は遺伝子数,𝑖 は各個体を判別する数値を示している.
物件データ項目について, 図 3 の項目の左上から下に
向かって番号をつけた 𝑗 の数値によって判別すること
とする.例えば, 𝑗 = 5の時は「築年数」項目, 𝑗 = 14の時
は「オートロック」項目といった様に表す.世代交代を
3000回行った後,提案手法で述べた解導出過程によって,
各物件をユーザの希望条件に適した順に並び替える.

4.1.3 希望条件調査
アンケート調査は,Google Forms[18]を使用し,18歳か
ら 25歳までのユーザとなる被験者 45名に対しアンケー
ト調査を行った.被験者の属性の内訳は,男性 25名 (学生
17名・社会人 8名),女性 20名 (学生 13名・社会人 7名)
である.本研究では,アンケート調査を 2種類行うが,本
手順では,1種類目のユーザの希望条件調査アンケートを
行う.希望条件調査アンケートでは,属性 (性別・職業)と
物件基本情報項目の希望条件をラジオボタン形式,物件
機能項目の希望条件をチェックボックス形式で回答して
もらい,その結果を集計する.

4.1.4 重みづけ処理
ユーザの希望条件調査アンケートの結果を基に,突然
変異において重みづけ処理を行う.本研究では,提案手法
で述べた 3種類の重みづけ処理を行う. 式 (5)の重みづ
け処理は,ユーザの希望条件を満たしている物件基本情
報項目 (家賃・管理費・敷金・礼金・最寄り駅からの所
要時間)と物件機能項目の遺伝子に対して行う.その場
合の重み𝑊 𝑗 を式 (12)に示す.

𝑊 𝑗 =

∑𝑥′
𝑛=1 𝐺 𝑓 𝑗𝑛
𝑥′

(12)

式 (6)の重みづけ処理は,ユーザの希望条件を満たし
ていない物件基本情報項目と物件機能項目の遺伝子と
ユーザの希望条件で選択されていない物件機能項目の遺
伝子に対して行う.その場合の重み𝑊 ′𝑗 を式 (13)に示す.

𝑊 ′𝑗 =
𝑊 𝑗

𝑎
(13)

𝑎は十分に大きい定数を示すが,本研究では 𝑎 = 10000と
定め、検証を行う.極めて小さい数値の重み 𝑊 ′𝑗 を設定

FIT2023（第 22 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2023 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 89

第2分冊



することで,希望条件を満たしている遺伝子と満たして
いない遺伝子の差別化を図ることができる.
式 (7)の重みづけ処理は,ユーザの希望条件を満たし

ている物件基本情報項目 (築年数・面積)の遺伝子に対
して行う.賃貸物件は一般的に面積が広くなれば,それに
応じて家賃も高くなるという相関関係が判明している
[19].このことから,本研究の物件データ項目のうち,物
件元データに 0以外の実数値が格納されている「家賃・
築年数・面積・最寄り駅からの所要時間」の各項目同士
でも相関があると仮定した. 本研究の物件データ項目の
うち築年数と面積における重みづけ処理に回帰直線と各
物件の元データの関係を用いることとする.
築年数での重みづけ処理では, 家賃を 𝑥 座標, 築

年数を 𝑦 座標に置いた散布図より得た, 回帰直線
𝑦 = −5.9534𝑥 + 52.07を使用する. 𝑥 に各物件の家賃を入
れることで,回帰直線上の築年数の予測値が得られるこ
とから,その予測値と元データの各物件の築年数の実測
値の差を誤差と定義する.誤差を式 (14),式 (12)から誤差
を除算した数値を重みに設定し,式 (15)として示す.

𝑒5𝑛 = 𝐺 𝑓5𝑛 − (−5.9534𝐺 𝑓1𝑛 + 52.07) (14)

𝑊 ′′5𝑛
= 𝑊5 − 𝑒5𝑛 (15)

𝐺 𝑓1𝑛 は元データの家賃項目における 𝑛(𝑛 = 1, 2, · · · , 605)
個目の遺伝子の数値,𝐺 𝑓5𝑛 は元データの築年数項目にお
ける 𝑛個目の遺伝子の数値を示している.
面積での重みづけ処理では,家賃を 𝑥座標,面積を 𝑦座

標に置いた散布図より得た,回帰直線 𝑦 = 5.2557𝑥+3.6643
を使用する.築年数同様,回帰直線上の面積の予測値と元
データの各物件の面積の実測値の差を誤差として算出
し,式 (12)から誤差を除算した数値を重みとして設定す
る.誤差を式 (16),設定した重みを式 (17)として示す.

𝑒7𝑛 = 𝐺 𝑓7𝑛 − (5.2557𝐺 𝑓1𝑛 + 3.6643) (16)

𝑊 ′′7𝑛
= 𝑊7 − 𝑒7𝑛 (17)

𝐺 𝑓7𝑛 は元データの面積項目における 𝑛個目の遺伝子の
数値を示している.
築年数と面積における重みづけ処理で重み 𝑊 ′′𝑗𝑛 ( 𝑗 =

5, 7) を用いることを示したが, 算出した誤差が大き
く,𝑊 ′′𝑗𝑛 が 0以下になってしまう場合は,𝑊 ′𝑗𝑛 を用いるこ
ととし,突然変異が起こる際は必ず遺伝子の数値が増加
するように設定する.

4.1.5 ユーザによる物件評価
最後に,iGenEstateシステムから出力された物件の評価
アンケート調査をユーザに行う.アンケート内容は表 1
の通りである.

質問 1 提示した物件の総合評価を 10段階評価で回答し
てもらう（数値が高いほど高評価）

質問 2 提示した物件のうち好みの物件を最大 5件まで
選択してもらう

質問 3 好みの物件だと感じた理由を回答してもらう
質問 4 好みの物件以外の物件について,選択しなかった

理由を回答してもらう
質問 5 提示した結果に対する質問や疑問があれば,回答

してもらう
表 1 物件評価アンケート

本研究の目標として表 1の質問 1の総合評価の平均点
8.0点以上の獲得及び質問 2で選択される物件のうち選
択票数上位 5物件が物件最適値の上位 5物件となること
を目指す.

4.2 検証結果
4.2.1 GAの挙動

iGenEstateシステムで算出される物件最適値の挙動を
図 4と図 5に示す.図中の 𝑥 軸に世代交代数,𝑦 軸に物件
最適値を取り,図 4は最終世代での物件最適値上位 50物
件,図 5は物件最適値下位 50物件の結果を示している.

図 4 物件最適値上位 50物件の挙動

図 5 物件最適値下位 50物件の挙動

2000世代目までは良い解集合と悪い解集合にあまり差
はないが,2500世代目以降,急激に差が開いており,それ
ぞれの集合で収束傾向となっている.このことから,2500
世代目以降に最良個体となる物件の明確な判別がなされ
ていると考えられる.特に,突然変異の重みづけ処理は世
代交代数を重ねるごとに物件最適値の明確な差を生み
出すため,良い解集合と悪い解集合への収束に寄与して
いる.

4.2.2 物件評価アンケート結果
図 6の上図に物件評価アンケートの質問 1,下図に質
問 2の結果を示す. 図 6より,本研究の目標を達成したこ
とが確認できる.質問 3では,家賃に対する各物件項目の
充実度によって,好みの物件の判別を行っているといっ
た結果が得られた.質問 4では,物件基本情報項目が希望
通りでないことから,好みの物件でないと判断している
といった結果が得られた.
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図 6 物件評価アンケート結果

4.2.3 選択物件の属性別結果
質問 2で選択された物件の特徴を被験者の属性別に示
す.図 7は,選択物件の物件基本情報項目の各項目の平
均値を属性別に算出した結果を表している.上図は「家
賃・管理費・敷金・礼金」,下図は「築年数・最寄り駅か
らの所要時間・面積」の項目での結果を示す.

図 7 物件基本情報項目の属性別平均値の結果

図 7より,男性に比べて女性の方が費用面に対する許容
額が高いことが確認できる.また,家賃と相関関係がある
築年数と面積は被験者の希望条件を満たす遺伝子が他項
目の遺伝子より多く,面積では 95%以上の遺伝子がユー
ザの希望を満たしていた.
また,物件機能項目の各項目が選択物件に付随してい
る割合を属性別に算出した結果のうち,単一属性もしく
は複数属性で希望人数が多い項目の結果を図 8に示す.
図 8の上図は「2階以上・オートロック・TVインター
ホン」,下図は「独立洗面台・脱衣所・化粧洗面台」の
結果を表している.

図 8 物件機能項目の属性別平均値の結果

物件機能項目全体では,希望条件が男性に比べて,2～3個
多い女性の場合でも,選択物件の 8割に希望通りの項目
が付随していた.特に,女性の希望割合が多い,セキュリ
ティ面の項目や身だしなみ面の項目では,いずれも男性
より女性の選択物件に付随している割合が高かった.こ
のことから,遺伝子に対する重みづけ処理の差別化が効
果的に表れており,希望条件を重視した物件探索ができ
ている.

5 おわりに
本研究では,GAを基盤とする iGenEstateシステムを使

用した賃貸物件の検索システムを提案した.検証実験で
は,GAの突然変異過程での 3種類の重みづけ処理によっ
て,希望条件の反映を行い,物件最適値を導出することで
最適な物件を決定した.検証結果より,ユーザの希望条
件反映の要となる突然変異での重みづけ処理によって,
ユーザの嗜好に合った物件を 8割以上厳選することや物
件データ項目同士の差別化の有用性が示された.一方,突
然変異確率によって重みづけ処理の回数が左右されるこ
とや重みの算出を希望条件の有無のみで判断しているこ
とから,項目同士のバランス調和やユーザの希望項目に
対する細かな重視度の反映が不十分であったことが示さ
れた.このような課題に対し,対話型遺伝的アルゴリズム
(interactive Genetic Algorithm : iGA)[20]を用いて,ユーザ
の嗜好を直接反映することができる評価部の実装を検討
する.
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